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＜新患情報＞

元木　美香様（28）神経症
Ｈ２４年3月3人目出産後、自然と夜間中途覚醒するようになり、子供が静かに寝ていても、夜中3回位目覚めるようになる。現在も夜間寝つきは問題ないが、中途覚醒あり(３回)、熟睡感なく、日中眠くなり毎日午後（14時、15時頃）になると、1時間～1時間半程の昼寝をしている状態との事。入床は23時で30分もしないで入眠し、6時30分には起床している。また、半年前から、１、２ヵ月に1度のペースで何もする気が起きず、経済的に厳しい事や夫様が仕事で帰ってくるのが遅くて（22時頃帰宅）子供の面倒や家事で大変な事など考えてしまい、気分が沈むという事があり、２、３日で自然と治るという事が出現する。また、夜寝る前に食べたくなってしまい、何かを食べてから寝ているとの事。体重は測定していない為、詳しくはわからないが、本人的には多少増加していると話される。子供は3人おり、11歳、3歳、1歳である。本人様17歳時未婚で1人目出産し、22歳で結婚（1人目の子供の父親とは別の相手）している。現在、1日8時～12時迄4時間勤務（週5.6日）のアルバイト（作業員）しており、経済的に厳しいので今後、1日8時間勤務していきたいと考えている。しかし、毎日昼寝している状態であり、日中の眠気をどうにかしたいと思い、当院へ受診相談される。
ＣＭＩ実施し、領域Ⅱ。うつ状態はさほど強く見られない為睡眠導入剤14日分処方している。

＜外来患者様情報＞

本日受診されました古舘ヨリ様、沢代文男様グループホーム入所に向け申請中。

＜入院予定患者様＞

3/4入院予定１名あり。
氏名　：山野内　聖次様（51）男性

生年月日：Ｓ37.5.27

　病名　：アルコール依存症・うつ病

　主治医：中野Ｄｒ

入院形態：任意入院(予定）

　病棟　：東病棟Ｄユニット(予定）

　住所　：岩手県軽米町

電話番号：080-1855-7309

【経過】

20歳頃初飲。20代後半より毎日飲酒するようになり、仕事のある日は節酒をしていた。H18年頃母がくも膜下出血に罹患。H20年2月頃父が癌により病死。葬儀などの準備が忙しくなり抑うつ感が出現。H22年頃、経済的な理由で実家を売却。転居に伴うストレスがあり、さらに抑うつ感が強まり、食欲低下・熟眠感の無さ・意欲低下が出現。精神科受診を検討しH22.8.5当院を初診。うつ病にて薬物療法・精神療法を開始するもH22.8.19受診以降中断。H24.5.28よりささクリニックへの通院を開始(診断名：うつ病)。焼酎400～500ml程/日を連日飲酒。H24年6月頃、肝機能障害が目立ち八戸赤十字病院を受診。アルコール依存症(疑)にて、同院[精神科]へ入院(任意入院)。当初は2～3ヶ月ほどの入院期間の予定であったが、本人の希望により1ヶ月で退院。同院退院後は、ささクリニックへの通院を継続。断酒する事ができず、節酒を継続(焼酎220～400ml/日)。熟睡感がなさ・起床時倦怠感・意欲低下・抑うつ感が顕著で時折自殺念慮が出現するものの、行動化はない。今回、健康状態の悪化を懸念して断酒を希望。ささクリニックへ相談し、当院でのアルコール依存症医療プログラムを勧められ、当院へ相談。アルコール依存症治療プログラム目的にて3/4　11：30東病棟Ｄユニットへ任意入院予定となっている。

＜新患予定患者様＞
3/4　北浦一美様（39）女性　11：30来院→12：00診察予定。インテーク馬渡Ｄｒ

１年３ヶ月前に子供の発表会に出掛ける１、２分前になり、舅が具合が悪くなり心停止するところを目の当たりにする。舅は蘇生し現在も健在だが、その現場を見て『自分も死ぬのではないか？』と恐怖になり、三沢市内にある中山医院受診し、パニック障害と診断され、精神安定剤処方となり、現在も内服している。（セルシン、ルボックス、マイスリー、下剤処方されている）現在も時々眠れない事はあるが、マイスリー内服にて眠れており、食事は摂取量にむらがあるが、食べれてはいるとの事。

現在旦那様の両親と４人の子供と旦那の８人で同居しているが、姑と気が合わず、昨年冬頃、喧嘩と

なる事があり、自分で警察を呼び、警察から旦那様に精神科受診させた方がいいと話が会ったが、受

診には至らず。警察を呼んだ詳細は自分では覚えていないと話される。頭に来ると料理はしない事に

しており、３ヶ月位は家事をしていないと話され、舅に『死ね』と叫んだりする事もあるという。ま

た、今年１月に旦那様が性病（クラミジア）に感染し、その後は旦那様と一緒に居たくない、家を出

たいと考え、ストレスが溜まってくると部屋に引きこもるような状態との事。（本人様はクラミジア検

査するも陰性）今回、かかりつけの中山医院より、セルシン１日３回内服していて日中眠気があり、

実際に昼寝（１日２、３時間）している状態と伝えたら、『それはおかしいから精神科受診した方がい

い』と言われた事、うつ病だと言われた事もあり、本人様も精神科受診検討し当院に受診相談がある。
